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中村國則著： 博士（文学）学位申請論文 
「評価方法としての数値評価と言語評価の相違に関する実験的検討」 
に関する審査報告要旨 
 
 
本論文は，「明目は雨になりそうだ」「この品物はとても高そうだ」「この人は怖い
だろうな」など，普段私たちが日常生活の中で行っている評価の心理学的メカニズムに関
する論考である．評価には主観的な印象を客観的な数値によって表す場合（数値評価）と，
「とても何々だ」といった言葉で表現する場合（言語評価）の2通りがある．本論文では，
この数値評価と言語評価の相違が実験的に検討されている． 
序章では，本研究の目的と構成について説明した後，数値評価と言語評価の違いを，
意味理解（他者に与える意味）と表出過程（評価を構成する内的過程）の視点から捉え，
本論文の主眼が特に表出過程モデルの実験的検討にあることが強調されている． 
第2章では，意味理解と表出過程に関する先行研究を詳細にレヴューし，2つの評価方
法に関する論点を整理した上で，本論の作業仮説を提示している．確率表現として数値評
価と言語評価をみた場合，言語評価の方が意味を理解するうえで暖昧であり，さらにこの
ような意味理解の違いは意思決定過程に対して様々な影響を与えることが論じられている．
表出過程に関しては，従来提示されているステレオタイプモデルや確率判断場面における
二重処理過程モデルでは，2つの評価法の背後にある処理過程の違いを説明するには不十
分であることが指摘されている．本章後半において， A.Tverskyらの研究成果に基づき，
数値評価と言語評価の違いが評価対象属性の重み付け関数として表現できること，この仮
説を適用すると先行研究の知見をよく説明できることが示されている．以下の2章におい
て，表出過程における両評価法の違いをステレオタイプ的判断と確率的判断論の両面から
実験的に比較検討している． 
第3章で著者は，ステレオタイプ論的ないしはスキーマ論的アプローチが評価対象の特
定の性質のみに焦点を当て，文脈や課題要求特性を考慮することが少ない点を指摘してい
る．その上で，ステレオタイプが対象に関する事前確率であるとした場合，それが2つの
評価方法にどのように反映するかを実験的に検証した．実験では「架空の国家で導入され
た疫病対策プログラム」という課題を使い，状況（文脈）を独立変数にして疫病対策プロ
グラムの効果を判断させた．その結果，比較対象が存在する状況では数値評価と言語評価
に差が生じることが明らかになった．このことは今後のステレオタイプ論的アプローチに
おいて，課題・目的の性質を考慮する必要性を強く示唆するものである． 
第4章では，確率判断における両評価法の違いが考察されている．著者は，代替事象
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（評価事象と比較対照される事象）が数値評価よりも言語評価に大きく影響することに注
目し，「代替事象のランダムさ」という概念を定量的に定義することで両評価方法の違い
を考察している．実験では，｢架空のスロットマシンの動作確認｣と称する課題を使い，マ
シンを複数回動作させた時の文字列出現パターンを基に特定文字の出現（評価対象事象）
の頻度を評価させた．結果は，代替事象のランダムさは数値評価よりも言語評価に影響し，
データに対する当てはまりも従来のモデルよりも有意に高かった．このことは，事象全体
の振る舞いを表すランダムさのような指標に対応して両評価法の差異が生じたことを示唆
している．   
第5章では，評価に関連する属性を当該属性と非当該属性の2種類に区分した上で，属性
と評価方法の関係を実験的に検討している．その結果，言語評価の方が数値評価に比べて
非当該属性の影響を強く受けることが分かった．しかし，この傾向は当該・非当該属性に
対する注目の仕方によって変わり，当該属性に注目する条件では両評価法の差は大きく，
逆に非当該属性に注目すると差が小さくなった．これは属性に対する重み付けの変化を反
映した一種の文脈効果を意味しており，第3章，第4章の結果とも整合している． 
第6章は総括の章であり，前5章を要約した上で，第1に同じ対象に対する評価であって
も評価方法によって関与する処理プロセスが異なること，第2に対象の性質と評価方法の
交互作用が存在することを実験的に明らかにしたことの意味が論じられている． 
以上のとおり，本論文は普段私たちが日常生活の中で行っている評価の心理学的メカ
ニズムに関する論考である．言語評価と数値評価の概念定義と測定尺度構成をめぐるより
精緻な論議，表出過程と意味理解過程との関連性の検討，代替事象の数量化モデルの精緻
化と現実的課題への適用が今後の主要課題として残されているが，評価の表出過程に関す
る体系的分析に新しい方法論を提供した本申請論文は，博士（文学）の学位を授与するに
相応しい水準にあると認められる。 
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